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＜2025 年 4 月 17 日発表＞  
～毎年人気のクラスに加え、新たに海外物流体験クラスが登場～ 

   楽しさいっぱいの 54 クラスを開催します！ 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 西鉄グループでは、2025 年 7 月 19 日（土）から 9 月 28 日（日）までの期間中、当社グループの

多種多様な仕事をお子さまに体験していただけるプログラム「にしてつキッズしごと体験スクール

2025」を開催いたします。 
 
 当社グループでは、地域とともに持続的に成長・発展するためにサステナブル経営を推進し、その社

会貢献活動として「次世代を担う子どもたちへの支援」を強化しております。当プログラムは 2009

年から開催しており、昨年は定員 158 組に対し 4,000 組以上のご応募をいただくなど、大変ご好

評いただいております。 
 

 今年は昨年より 2 クラス増の計 54 クラスを開設いたします。毎年好評をいただいております「マリ

ンワールド飼育体験クラス」、「電車運転士体験クラス」、「パティシエ体験クラス」、「バス運転士体験

クラス」などに加え、初の試みとして、商品を倉庫から探し出して梱包、発送準備までを体験できる

「海外物流体験クラス」を新設いたします。また、定員につきましても昨年より 13 組増の計 171 組

に拡大します。 
 

 「にしてつキッズしごと体験スクール」の開催期間にあわせ、西鉄グループ全体でお子さま向けのイ

ベント「にしてつキッズフェア」を開催いたします。期間中、「にしてつキッズチャンネル」LINE 公式ア

カウント内で、当社グループの施設やサービスがお得にご利用いただけるクーポンの配布や LINE

友だち特典企画を実施予定です。詳細は決まり次第、お知らせいたします。 
 

 「にしてつキッズしごと体験スクール」を通じて、多くのお子さまに“働く楽しさ”を学んでいただくと

ともに、当社グループ事業への親しみを感じていただきたいと思います。夏休みの思い出づくりや

自由研究の一環として、多くの皆さまのご応募をお待ちしております。 
 

※昨年の様子 
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■ 「にしてつキッズしごと体験スクール 2025」の概要                                            
 
【開 催 期 間】   2025 年 7 月 19 日（土）～9 月 28 日（日） 

            ※クラスによって実施日が異なります。 
 
【主 催】   西日本鉄道㈱ 
 
【後 援】   福岡市教育委員会、北九州市教育委員会、久留米市教育委員会 
 
【内 容】   ご応募いただいた小学生のお子さま（保護者 1 名同伴）に、西鉄グループならではの 

仕事を体験していただきます。 
 
【開 催 ク ラ ス】   全 54 クラス  ※別紙参照 
 
【参 加 費】   無料  ※各会場までの交通費は、各自でのご負担となります。 

 

 

■ 「にしてつキッズしごと体験スクール 2025」参加者募集要項                                     
 
【募 集 期 間】   2025 年 4 月 17 日（木）～5 月 18 日（日） 
 
【応 募 条 件】   小学生 1 名と保護者 1 名のペア 
 
【募 集 人 員】   171 組 342 名 
 
【応 募 方 法】   「にしてつキッズチャンネル」LINE 公式アカウントを友だち登録後、必要事項を 

入力の上、ご応募ください。 

※応募多数の場合は抽選となりますので予めご了承ください。 

※記入漏れがあった場合、応募が無効になることがございます。 

 

 
 

 
【当 選 発 表】   当選された方には 7 月 4 日（金）までに LINE 公式アカウントから通知いたします。 

            ※開催クラスによって発表の時期が異なります。 
 
【そ の 他】   ご不明点等は「にしてつキッズチャンネル」のお問い合わせ専用 LINE 公式アカウント

で対応いたします。 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、西鉄お客さまセンター（℡050-3616-2150）まで 
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  別紙 
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